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はじめに
　日本版 CCRC 構想有識者会議にて、東
京圏の高齢者の中から、地方にて必要な医
療介護サービスを得るために移住を選択
し、東京圏から地方へ「ひと」の流れを創
出する生涯活躍のまち構想が示された。こ
の構想を踏まえ、美浜町では、みはまトリ
プルAプランと名付けられた美浜町生涯
活躍のまち基本構想・基本計画を策定した
（以下、本計画とする）。
　先行研究において、団塊世代が後期高齢
者となる 2025 年問題対策から、生涯活躍
のまち構想を考察した笹川は、多くの高齢
者は移住を好まない、専門性を活かしたボ
ランティアの活躍の場は限定的である、低
年金による経済的な不安を抱える高齢者に
はサービス付き高齢者向け住宅の利用は難
しいと指摘している（1）。高齢者の移住は、
現実的ではないだろう。小栁は、CCRCの
受け皿として九州に着目し可能性を検証し
た、新規雇用として期待される介護職だが
2013 年九州地方の有効求人倍率が 1.40 倍
であることから、介護職の人材確保が難
しいことを指摘した（2）。九州内の 4割にあ
たる自治体が、高齢者を受け入れること
で社会保障費の負担増加を懸念しており、
CCRCの政策は人材確保や財政面から前途
多難な状況が見えてきた。
　先行研究を踏まえ、美浜町で策定された
本計画は、上記の日本版 CCRC 構想有識
者会議が示した構想を理解した上で、積極
的に東京圏の高齢者を受け入れるのではな
く、全町民、特に高齢化が進行している美
浜町内の高齢者が生涯元気に活躍するため
に、活躍の場と機会を創出することを目指
したのである。
1．美浜町におけるまちづくりの経緯
（1）町民が担うまちづくりへの参画プロセス
　美浜町における市民参画のまちづくり
は、美浜町内でまちづくりやコミュニティ
活動に取り組む町民を掘り起こし、掘り起
こされた町民の活動を色々なケースに応じ
てマッチングすることが課題であった。
　町民の掘り起こしについては、一つの
ケースとして計画行政を推進するために、
策定時から町民を巻き込むことを行ってき
た。町民を巻き込むことで、計画の実現性
を高めることに加え、まちづくりに対する
問題意識を育むことを期待した（3）。計画行
政の中でも最上位に位置付けられる総合計
画を策定する際には、6つある小学校区別
に地区別ワークショップを開催し、地域特
性を考慮した将来展望を議論し総合計画に
反映させる工夫を行っている。2013 年に
行われた、第 5次美浜町総合計画策定時の
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地区別ワークショップに参加する町民は、
原則公募であるが一部でコミュニティ運営
に関わり深い行政区の役員が参加した。次
世代のまちづくりやコミュニティの担い手
を期待される若手の町民は、行政区の役員
から声を掛けられ参加するケースが多々見
られた。
　地区別ワークショップに参加した町民の
中で、美浜町の将来を憂い、問題意識を持
ち、まちづくりに関りを持つ町民が多数存
在した。まちづくりに関わる町民は、コミュ
ニティの中で様々な役割を担うことで周囲
からの期待が集まり、まちづくり活動の幅
を広げる中で、中心的な町民として様々な
主体からまちづくりの展開を期待された。
特に美浜町は、このような中心的な町民に
色々な計画策定委員や色々なまちづくりの
場への参加を依頼し、町民の掘り起こしを
進めているのが現状である。
　第 5次美浜町総合計画の策定後では、地
区別ワークショップの参加者有志による、
まちづくりを行う任意団体が設立された。
この任意団体の設立時の参加者は、美浜町
を住み良くしたい、まちづくりの問題意識
が高い、やりたい活動がある、など行動的
な町民が多数集まった。一般的にこのよう
な意欲的なまちづくりを担う町民と任意団
体を今後どのように発展させていくのかが
重要である。それと合わせて、団体運営と
まちづくりの活動が、安定するまで、必要
な支援を講じることが長期的なまちづくり
の視点から必要である。団体設立時に、行
政からの経済的な支援（4）を受けるケースが
ある。しかし、任意団体は短期間で団体運
営を盤石とし、自主活動を更に発展させる
ことは難しい。団体運営に注力すること
で、まちづくりの活動は停滞し、市民主体
のまちづくりも同様に停滞してしまうこと
は多々見られた。美浜町の様々な計画策定
や本計画実現に関連するまちづくり活動に
はあまり関与せず、自らの問題意識におい
て市民活動に取り組むNPOや市民団体が
存在する。本研究では、計画行政の推進に
向けた市民参画のまちづくりに着目してい
ることから、これらのNPOや市民団体と
一線を画し考察を行った。
（2）美浜町における町民のまちづくり活動
実態と課題
　美浜町における町民の活動状況や実態を
整理する。美浜町内で取り組まれている町
民の様々な活動は、一般的な社会教育や生
涯学習の範囲内である活動、地域コミュニ
ティの運営である区長会、美浜町社会福祉
協議会ボランティアセンターに登録するボ
ランティア団体や個人、美浜町と日本福祉
大学が連携する地域スポーツ活動、本計画
実現に向けた美浜町主導のまちづくり、市
民主体のまちづくりであるNPOや市民団
体など多種多様である。
　一般的に、市民活動やまちづくりに参画
する市民は、自らの問題意識と地域の課題
解決に貢献するため、有償や無償を問わず
まちづくりの活動に従事している。そのた
め、多くの市民活動では価値観が近く、問
題意識が共有できる市民同士が集う。その
後、継続的な活動の必要性を持って、任意
団体やNPO法人の設立に至るが、それへ
の参加者は固定化し意図しない閉鎖的な団
体になりがちである。また、他の任意団体
とは、登録元が同じであれば情報交換程度
のネットワークを構築するが、活動の連携
や人材交流の機会は乏しく、将来的に市民
活動の硬直化が始まり活動が衰退してしま
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う。
　美浜町においても同様の課題を抱えてお
り、改善につながるように美浜町が団体や
参加者の間に入り、幾度と交流機会を設け
たが連携や活動展開などの成果は芳しくな
い。そのため、美浜町内では、間接的なボ
ランティアや市民活動などの現場に即した
支援が可能な、中間支援の役割を担う団体
の必要性が高まっていた。一方で、別の視
点から美浜町の町民が関与するまちづくり
は、佐藤らが指摘した、市民としてどのよ
うな地域を目指すのか意思を持ち、その決
定に関わることを重要視（5）していることに
反し、残念ながら美浜町内でボランティア
活動や市民活動に従事する町民、地域コ
ミュニティの担い手である区長会関係者に
は、美浜町全域の将来展望を見越した意思
や行動はほとんど見られない。美浜町全域
の俯瞰的な視点が求められている。
（3）まちづくりの拠点と団体の必要性
　美浜町の本計画を実現する上で、まちづ
くりに関わりを持つ町民の交流の場、相談
の場である拠点整備と美浜町内で取り組ま
れている、まちづくりに関する活動をマネ
ジメントしサポートできる、中間支援の役
割と機能を持つ団体が必要で本計画の中に
きちんと明記されている。
　美浜町内には、まちづくりの拠点として
活用できる、生涯学習の公民館、区長会が
運営管理する公会堂などの拠点がある。本
計画を実現する上で必要になる拠点は、ま
ちづくりの推進に加え、コミュニティビジ
ネスを含んだ美浜町外に開かれた拠点が必
要で、従来のまちづくりとは活用方法が異
なるため新設することになった。
　新設拠点は、名古屋鉄道知多奥田駅高架
下の空き店舗をリニューアルし、美浜町内
のまちづくりに関する情報発信と地域交流
拠点としてオープンした。小さな経済循環
と人の交流を活発に促すために、駅高架下
を選択した。
　次に、本計画と他のまちづくりに関する
計画との大きな差異を見ていく。本計画で
は、まちづくりの担い手である町民が、ボ
ランティアとして深く関与する以外に、人
口減少対策である定住促進や新しい地域経
済の循環を産み出し、雇用の場と機会を創
り出すコミュニティビジネスの活用を視野
に入れている。特に美浜町では、豊かな自
然環境を活かした農業や漁業に関連する観
光振興を図り、都市農村交流の活性化によ
る交流人口を増加させ、その中から定住希
望者を増やすことを目指している。
　本計画実現に向けたまちづくりを推進し
ていくには、公民館や社会福祉協議会では
支援が難しいコミュニティビジネスの相談
やサポート、定住希望者の相談と空き家と
のマッチング、耕作放棄地の解消に貢献す
る新規就農者の受け入れなど地域経済活動
がマネジメントできる、新しい枠組みの中
間支援団体が必要である。
2．活躍の場と機会づくりの仕掛け
　本計画を実現していく上で、最も重要な
事はまちづくりを担う人財（6）となる町民や
町外民が活躍できる場と機会と役割を創出
する事である。だが、人財であるまちづく
りの担い手が、単独で行動しても部分的な
取り組みでしかなく、早期での本計画の実
現は難しいと考えられる。
　美浜町内では、様々な主体に属するボラ
ンティアは数多く活躍していることから、
本計画の実現を担う人財は多数存在してい
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ると考えられる。これらのボランティアの
多くは、無給で身の回りの生活環境を向上
してきた。
　一方で、本計画を実現していくことは、
国が頭を痛める人口の減少と一極集中の緩
和という、人口問題を解決することが求め
られる。対応策は、地域経済を活性化させ
雇用を確保し、定住者を増やしていく美浜
町独自のまちづくりが託されており、地域
経済という視点を持ちボランティアに従事
することが求められるのである。
（1）まちづくりのネットワークづくりと拠
点の有効活用の仕掛け
　美浜町で、まちづくりの担い手となるボ
ランティアや人財が多数存在する事実は、
本計画を実現していく上で頼もしい。しか
し、人財が各自の活動に終始すると、従来
のまちづくりから脱却することは難しい。
他の市町村と差別化を図り、美浜町が観光
地、スポーツ開催地、定住先として選択さ
れることが重要である。
　一方で、美浜町でまちづくりを推進して
きた多くの町民は、ボランティアをベース
としており、地域経済の素養を多くは持ち
合わせていない。差別化を図り都市農村交
流による観光振興やスポーツ振興を推進し
ていく上で、「地域」や「ビジネス」を柱とし
た活動展開が不可欠である。
　本計画実現に向けて、従来のまちづくり
のボランティアネットワークと共存共栄し
ながらも「地域」や「ビジネス」を組み入れ
た新規のネットワークを構築し、まちづく
りの活動に組み込む必要がある。新規に
ネットワークを構築し、観光関連の事業者
や美浜町へ定住した新町民を新しいまちづ
くりの担い手として引き込むことを視野に
入れている。本計画策定後に、新規のネッ
トワークづくりに向けた仕掛けを実施し
た。
　本計画を実現するには、「地域」や「ビジ
ネス」を柱とした活動展開を下支えする、
まちづくりの担い手が集まれる、研修やイ
ベントを開催できる拠点が必要となった。
新設した拠点が有効に活用されるように、
美浜町のまちづくりを議論する二重円卓会
議（7）（以下、ちゃぶだいミーティング）や勉
強会などを開催してきた。
　新規のネットワーク構築や拠点活用に向
けた取り組みは、単独の取り組みではなく
効果を高めるため、両者を関連づけて実施
した。
（2）新規ネットワークの構築と拠点活用の
整備
　本計画実現に向けた新規ネットワーク構
築の取り組みでは、本計画策定段階で本計
画実現のキーパーソンとなる美浜町内で活
動するまちづくりの担い手と、新規就農者
や飲食店を経営する美浜町への定住者グ
ループに呼び掛けて、2017 年 3 月にちゃ
ぶだいミーティングを開催した。このちゃ
ぶだいミーティングでは、策定された本計
画を広く発信することと、まちづくりの
担い手がつながるきっかけの場となるよ
うに、「地域」や「ビジネス」などの視点を
取り入れ、7つのテーマに分かれてワーク
ショップを行い、本計画実現に向けた課題
を共有し解決に向けた提案を取り纏めてい
る。
　当日のワークショップでは議論が白熱
し、本計画実現に向け多くの参加者のモチ
ベーションは高まった。しかし、日が経つ
につれ日々の生活に追われる中で、行動や
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仲間づくりは遅々として進まなかったよう
だ。まちづくりの担い手が、本計画実現に
向け行動に移すことができるように、継続
的な支援が必要であることを 2017 年度の
課題とした。
　次に、拠点活用に向けて本格的な準備を
進めた。新設した拠点は、2017 年 4 月の
段階では備品を揃え、いつでも活用できる
状態であった。しかし、従来のまちづくり
の拠点と差別化を図るため、リノベーショ
ンに関心のあるグループが内装に手を入れ
たため、新設した拠点は 2017 年 7 月にオー
プンし、盛大なイベントを実施した。オー
プンしたことで、拠点整備から拠点の認知
度を向上させることと有効活用を行う段階
に入ったのである。
　
（3）本計画実現に向けた仕掛けとしての
ちゃぶだいミーティングの開催
　美浜町は、本計画を実現していく上で、
まちづくりの担い手となる町民の掘り起こ
し、仲間づくり、活動のきっかけづくりと
支援、拠点の有効活用を推進させる方針を
持っていた。しかし、町民による自発的な
取り組みに期待するだけでは、早期による
計画の実現性は心許ない。そのため、日本
福祉大学に人材育成事業を委託し、本計画
実現に向けたまちづくりの担い手に対する
仲間づくりや活動支援に取り組んだのであ
る。
　日本福祉大学は、受託した人材育成事業
に取り組む上で、仲間づくりや地域課題を
共有するちゃぶだいミーティング関連、ま
ちづくりに関する講座開講、本計画実現に
向けた様々な活動支援などに取り組んだ。
　人材育成事業の詳細な実施内容は表 1に
て示した。人材育成事業の受託範囲ではな
いが、本計画の実現に向けて重要であると
考えられる、※ 1と※ 2も合わせて示した。
　※ 1 は、2017 年 3 月に開催されたちゃ
ぶだいミーティング（開催時の名称は、美
浜町 100 人大円卓会議である。）への参加
者を中心に呼び掛け、本計画実現に向け行
動に移して行けるように取り組みたいこと
や取り組んでいることを中心に議論を深め
た。議論の中で、空き家などのリノベー
ションを手掛けるグループが、chabs（8）を
まちづくりの拠点として活用しやすくする
ため、内装を手掛ける流れとなり、まちづ
くりの行動につながった。ちゃぶだいミー
ティングの開催による、一つの成果である。
また、この回では、美浜町のまちづくりに
表 1　ちゃぶだいミーティングの開催
回数 開催日程 テーマ 開催場所 参加人数
※ 1 2017 年 6 月 1 日（木） 美浜町内の地域づくりで取り組みたい事 総合公園体育館 41 名
※ 2 2017 年 7 月 2 日（日） オープニングイベント chabs 不明
1回目 2017 年 9 月 26 日（火） 活用しよう！使える chabs を考える chabs 32 名
2 回目 2017 年 10 月 25 日（水） 美浜好き集まれ！地元若者×他地域の若者 chabs 18 名
3 回目 2018 年 2 月 20 日（火） 中間支援組織の役割　～つなぐ～ chabs 16 名
4 回目 2018 年 3 月 6 日（火） 若者（大学生）と一緒に行うまちづくり chabs 8 名
・筆者により作成。
・chabs は、新設した拠点のちゃぶだいハウスの愛称である。
・回数、※ 1と※ 2は、人材育成事業とは別の枠組みで実施した。
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興味関心を持つ、新しい顔ぶれの町民や町
外民などの参加が散見し、まちづくりの広
がりを実感できたことも成果であろう。
　※ 2では、拠点としての認知度を高める
ため、リノベーションされた chabs のオー
プニングイベントを開催した。当日は、定
住した農家グループが新鮮野菜や手作りお
菓子を販売し、記念植樹では町民や日本福
祉大学の学生も参加し大いに盛り上がっ
た。
　ちゃぶだいミーティングの 1回目は、「活
用しよう！使える chabs を考える」をテー
マに2017年9月に開催し32名が参加した。
7月に正式にオープンしたchabsであるが、
試験運用の段階であることから、利用者に
使い勝手の良い拠点となるように、活用す
る上での課題やまちづくりの拠点と差別化
を図る運用ルールや活用用途を参加者と一
緒に話し合ったが、明確な運用と活用の方
向性を定めることはできなかった（9）。試験
運用の段階であることから、色々と試行錯
誤をしながら活用し、拠点としての役割と
機能が発揮できる活用方法や管理運営方法
を模索することになった。
　2回目では、「美浜好き集まれ！地元若者
×他地域の若者」をテーマに 2017 年 10 月
に開催し 18 名が参加した。参加者の得意
分野を活かし、地域の課題をどのように解
決していくのか、コミュニティビジネスを
意識し事業化につながるように議論を深め
た。この回では、豊かな自然環境という地
域資源を活かすことで、観光振興関連のコ
ミュニティビジネスに発展する可能性を再
確認することができた。参加者の意欲をど
のように形となる行動へ後押しできるの
か、美浜町と日本福祉大学は、まちづくり
の支援に対する課題が浮上した。
　美浜町には、中間支援団体の役割と機能
を持つ民間団体が無く、町民が多様なまち
づくりの活動に取り組む中で不安な声が
あった。美浜町としても、まちづくりの活
動支援は実施しているが、なにぶん行政と
しての公平性を保つ必要があり全ての活動
に対する支援は難しい。そこで、これから
中間支援団体を育成していくことの必要性
と、中間支援という機能やそれらをどのよ
うに活用していくのか、理解を促す学びの
場が要望された。そのため、3回目は「中
間支援組織の役割～つなぐ～」をテーマに
2018 年 2 月に開催し 16 名が参加した。講
師は、知多市で活動する特定非営利活動法
人地域福祉サポートちたの代表理事である
市野恵氏を招いた。
　市野氏の講演の中で、中間支援団体が求
められていることは「つなぐ」役割で、様々
なネットワークづくりに向けた仕掛けや
きっかけづくりに取り組んできたようだ。
他にも、拠点を有効活用することで町民の
色々な声を拾うことができると講演の中で
話をされていた。参加者側からは、中間支
援団体の運営やスタッフ体制に関する質問
が相次いだ。
　美浜町には日本福祉大学の美浜キャンパ
スが設置されていることから、大学生を中
心とした若者をまちづくりの担い手として
上手に巻き込むことが求められている。そ
のため、4回目は「若者（大学生）と一緒に
行うまちづくり」をテーマに 2018 年 3 月
に開催し 8名が参加した。講師には、学生
を地域に出す側である、日本福祉大学全学
教育センターの佐藤大介助教を招き、前半
は学生を地域に送り出す上で気を付けてい
ることを講演してもらった。後半は、学生
を受け入れる側である参加者を交えて議論
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を深めた。
　議論結果の取りまとめとして、どのよう
にしたら学生をまちづくりの担い手として
活躍してもらえるのか再検討した。他にも
美浜町の人口減少抑制として、いかに学生
に選ばれて定住してもらうのかが重要であ
ることも再認識できた。学生が卒業後に定
住してもらえるように、美浜町内で雇用機
会が求められている。その一歩として、イ
ンターシップの受け入れを美浜町と商工会
で連携していく気運が生まれた。
（4）本計画実現に向けた仕掛けとしての深
堀勉強会の開催
　ちゃぶだいミーティングの参加対象者
は、美浜町でのまちづくりに関心のある方
とし、町民や町外民を区別していない。そ
のため、ちゃぶだいミーティングでは、取
り扱うテーマの範囲を広げ、参加すること
の敷居を下げることで、まちづくりの担い
手を掘り起こし、仲間づくりやネットワー
クづくりのきっかけとなることを目指し
た。
　一方で、深堀勉強会ちゃぶだいミーティ
ングは、ちゃぶだいミーティングとは差別
化を図り、まちづくりの担い手として欠か
せないノウハウを身に付け、活躍してもら
うことで本計画実現を目指すと位置付けて
いる。最終目標は、まちづくりの担い手が
自立し、情報発信や仲間との合意形成を
図り、活動を更に発展させることである。
そのため、6回目に美浜町内で活動するボ
ランティアを集め、「ボランティアが楽し
めるまち」をテーマとしたちゃぶだいミー
ティングの企画運営、情報発信に至る全て
の工程を体験し学ぶ機会を設けた。
　深堀勉強会ちゃぶだいミーティングの流
れは、表 2にて示した。1回目と 2回目は、
まちづくりに欠かせないコミュニティビジ
ネスの知識やスキルを学ぶことを目的と
し、名古屋市で活動する特定非営利活動法
人起業支援ネットの代表理事久野美奈子氏
を講師に招いている。3回目と5回目では、
ちゃぶだいミーティングの開催に向けた準
備、4回目は現地視察、6回目は講座受講
者が企画運営したちゃぶだいミーティング
を開催した。以下、深堀勉強会ちゃぶだい
ミーティングの流れを見ていく。
　1回目のテーマは、「みはまで活かすビジ
ネスベースのまちづくり」で 2017 年 11 月
表 2　2017 年度の深堀勉強会ちゃぶだいミーティングの開催
回数 開催日程 テーマ 開催場所 参加人数
1回目 2017 年 11 月 21 日（火） みはまで活かすビジネスベースのまちづくり chabs 14 名
2 回目 2017 年 12 月 12 日（火） まちづくりのスキルアップ chabs 13 名
3 回目 2018 年 2 月 9 日（金） ちゃぶだいミーティング開催に向けた準備 chabs 9 名
4 回目 2018 年 2 月 17 日（土）
現地視察：知多半島内の先進的な地域交流拠点
運営事例とにぎわいの場づくり
現地視察 10 名
5 回目 2018 年 2 月 19 日（月） ちゃぶだいミーティング開催に向けた準備 2 chabs 10 名
6 回目 2018 年 3 月 19 日（月） ボランティアが楽しめるまち 保健センター 23 名
・筆者により作成。
・現地視察：太田川駅（東海市）株式会社まちづくり東海・カガシヤ（地域交流施設）（半田市）・南粕谷ハウス（地
域交流施設）（知多市）の順で回った。
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に開催し 14 名が参加した。内容は、コミュ
ニティビジネスの基本から「起業」におけ
る 3 つの重要な「おこし」である、①仕事
おこし、②自分おこし、③地域おこし、に
ついて講演された。その他に、地域の課題
をボランティアのまちづくりで解決するの
か、コミュニティビジネスで解決するのか、
掘り下げて考えを深めた。
　この回では、講師からの講演だけでなく、
講座受講者同士が議論を深めるグループ
ワークも導入された。参加者の多くは、コ
ミュニティビジネスの観点を取り入れたま
ちづくりについて新鮮であったようだ。
　2回目は、「まちづくりのスキルアップ」
をテーマに 2017 年 12 月に開催され 13 名
が参加した。内容はビジネスの切り口から、
活動の継続性、地域資源活用、強みや弱み
などを座学、ペアワーク、グループワーク
と形式を変え学んだ。この回では、掘り下
げて考えることで議論を深めることを重視
した。
　3回目は、講座受講者がちゃぶだいミー
ティングを企画運営できるように、ノウハ
ウの伝達に主眼を置き、企画運営経験者と
一緒に開催に向けて準備を行った。この回
では、地域の課題解決につながるテーマ設
定に多くの時間を割いた。
　4回目では、知多半島内の先進事例を現
地視察した。現地視察先は、東海市の名古
屋鉄道太田川駅周辺のにぎわいづくりを手
掛ける株式会社まちづくり東海、半田市の
地域交流拠点として利用しているカガシヤ
（10）、知多市の地域交流拠点の機能を持つ
南粕谷ハウスの 3か所である。
　まちづくり東海への視察では、各団体が
イベント利用する際の利用料金体系、行政
や観光協会との連携状況、事務局体制や会
社体制などの質疑応答が行われた。次のカ
ガシヤでの視察では、半田商工会議所まち
づくり推進室の担当者より事業説明、運用
上の課題、利用推進の取り組みを説明され
た。質疑応答では、助成金や補助金の導入
状況、利用促進に向けた催しや仕掛けを確
認した。最後の南粕谷ハウスでは、昼食を
取りながら市民主体の運営状況やボラン
ティアの巻き込み方、コミュニティの合意
形成など貴重な体験談を聞くことができ
た。質疑応答では、拠点維持や運用に必要
な経費に関する質問が中心であった。
　5回目は、3回目と同様にちゃぶだいミー
ティングの開催に向けて準備を行った。こ
の回では、開催に向け、開催日時、会場、
対象など事務的な内容を決めた。開催の
テーマがボランティアに関わり深いことか
ら、参加対象は美浜町社会福祉協議会の登
録ボランティア、美浜町企画政策課が担当
するエンジョイぷらん申請団体を中心とし
た美浜町内で活動するボランティアと決
め、参加者各自が開催について情報発信を
行うことになった。
　6回目は、美浜町保健センターにて「ボ
ランティアが楽しめるまち」をテーマに
2018 年 3 月に、講座受講者が主催するちゃ
ぶだいミーティングを開催した。参加者は、
23 名と少なかったが、美浜町社会福祉協
議会の登録ボランティア、エンジョイぷら
ん申請団体からも参加があった。
　当日のファシリテータは講座受講者が務
め、ボランティア経験者が誰でも体験する
ボランティア活動における困り事の、①仲
間づくりのコツ、②困っていること、③長
続きのコツを掘り下げて議論を行った。
　当日取りまとめられた議論内容は、①仲
間づくりのコツにおいては、若い人だけで
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なく新しい人が参加できる土台が無ければ
既存の活動は停滞し、活動中止に至る危機
感を共有できた。次に、②困っていること
では、数多くの意見が出たが、ボランティ
アの担い手である「人」に関する問題が取
り上げられた。最後に、③長続きのコツで
は、楽しい、認められるなどの達成感や自
己満足が重要であることが共有された。ま
さに、本計画を実現する上で不可欠な要因
について、美浜町内で活躍するボランティ
アと議論を深め想いが共有できたちゃぶだ
いミーティングとなった。
3．本計画実現に向けた新しいまちづく
りの仕掛け
　本計画を早期に実現していく上で、本計
画を推進する旗振り役の団体と本計画実現
に関わる活動支援に取り組む中間支援団体
の必要性が課題の一つとして浮上した。旗
振り役の団体と中間支援団体は、美浜町の
まちづくりを推進する中で必要性を認識さ
れていたが、団体づくりに至っていない長
年の地域課題でもあった。本来であれば、
まちづくりの担い手がこれらの団体を必要
とし、自発的に組織化されることが望まし
い。しかし、本計画実現に深く関連する観
光振興、定住促進などの取り組みは、他市
町村と競合しなければならず早急な対応が
不可欠である。
　従来のまちづくりは、地域の課題解決を
図る取り組みでよかったが、本計画実現に
向けた新しいまちづくりは、地域の課題解
決に加え市町村との競合を強いられる新し
い局面を迎えている。このことから、オー
ル美浜（11）で新しい局面を乗り越えていく
動きが出てきたのである。
　オール美浜による旗振り役の団体は、本
計画実現の推進を支援し、審議助言など本
計画実現に努めることを目的とし、名称は
まちづくり準備会と決まった。委員会は、
2017 年 10 月に 1 回目を開催し、3 月の年
度末までに計 7回開催された。主な委員会
における審議内容は、まちづくりの活動支
援が充実するように中間支援団体の役割と
機能を担うまちづくり支援団体（12）の公募
条件、事業内容、審査基準、団体指定など
である。
　2017 年度内にまちづくり支援団体を決
定し、拠点である chabs の有効活用を含
めた本計画実現に向けた推進と支援体制が
整った。このことにより、まちづくり準備
会の役割は終わったのである。
　今まで美浜町では、オール美浜という発
想でまちづくりを推進してこなかった。し
かし、まちづくり準備会をオール美浜で運
営したことで、オール美浜によるまちづく
りの重要性を認識できた。2018 年 4 月か
らは、新たな委員を迎え美浜町生涯活躍の
まち推進プラットホームと名称を変更し、
新しいスタートを切った。2018 年度から
は、まちづくり支援団体が本計画推進の旗
を振り、本計画実現に向けた活動支援であ
る中間支援団体の機能を発揮する。それを
下支えする美浜町生涯活躍のまち推進プ
ラットホームが、助言や支援を行うことで、
オール美浜体制が盤石になったのである。
4．本計画実現に向けた仕掛けの成果
　2017 年度から本計画実現に向けた人材
育成事業、まちづくり準備会の支援状況か
ら、美浜町におけるまちづくりの成果を検
証する。
　人材育成事業として実施されたちゃぶだ
いミーティングでは、人材育成事業の枠組
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み以外に 2回の開催を合わせた 6回開催し
た。オープニングイベントを除いた、計 5
回分の参加人数は延べ 115 名であった。最
大参加人数は 1回目の 41 名、最少参加人
数は 4回目の 8名であった。参加人数につ
いては、美浜町内で活躍するボランティア、
NPO 関係者、コミュニティ関係者などの
人数を考えると、非常に少なかったことは
課題である。まちづくりを議論するちゃぶ
だいミーティングの開催方法について、改
めて検討する必要が出てきたのである。
　ちゃぶだいミーティングの開催に向けた
情報発信は、美浜町が発行する広報への掲
載、チラシによる情報発信、SNS 利用な
ど町民および美浜町でのまちづくりに関心
がある町外民に伝わるように尽力をした。
しかし、情報を受け取る側には伝わってい
ないケースが多々あるため、情報発信の工
夫は必要である。まちづくりに関する情報
は、口コミが大きな影響力を持つため、ま
ちづくりの担い手を上手に活用し、まちづ
くりに関心を持つ仲間や関係者に伝えてい
くことが大事である。今回、開催したちゃ
ぶだいミーティングでは、まちづくりの担
い手を活用した口コミが不充分であったこ
とは否めない。今後の課題である。
　一方で、参加人数が少ないことで、じっ
くりと議論を深めることはできたが、本計
画実現に向け参加者による新しい活動展開
はほとんど見られていない。拠点である
chabs で開催することは、一定の認知度向
上につながったと考えられるが、その他の
まちづくり関連のイベント利用はほとんど
無かった（13）。
　深堀勉強会ちゃぶだいミーティングは計
6回開催し、参加人数は延べ計 79 名であっ
た。まちづくりのスキルアップに向け、講
座受講者を固定し開催したが欠席者は多
かった。4回目の現地視察と 6回目の講座
受講者が開催したちゃぶだいミーティング
においては、広く参加を呼び掛ける情報発
信をしたが参加者は少なかった。町外の講
座受講者が多数参加していることから、町
民に対するまちづくりの関心を高めていく
ことが検討課題に含まれる。特に、6回目
のちゃぶだいミーティングの開催目的は、
ボランティアの所属先や関係先を超えて、
美浜町内で活躍するボランティアが一堂に
会す機会を設け、議論を深め共有すること
であったが参加者は増えなかった。表面化
した美浜町のボランティアに対する課題
は、ボランティア活動を通じた横のネット
ワーク関係が希薄なこと、地域課題を俯瞰
的な視野で捉えられず自ら参加する活動に
終始すること、団体と活動の新陳代謝に対
応できず様々な変化を受け入れられないこ
とが顕在化した。まちづくりの活動が自己
完結し、公益性が乏しいことの危機的状況
が垣間見えたのである。
　一方で、参加人数が少なかった深堀勉強
会ちゃぶだいミーティングではあったが、
まちづくり支援団体の公募に手を挙げた講
座受講者がいた。まちづくりへの問題意識
を持つ講座受講者が、次のステップを目指
し学ぶ機会として活用されたことは評価で
きる。参加人数は少なかったが、本計画実
現に向けた活動につながったことは成果の
一つであろう。
　美浜町のまちづくりにおいて、中間支援
団体が存在しないことは長年の地域課題で
あったが、まちづくり支援団体を公募した
ことで、解決の糸口が見えてきた。まちづ
くり支援団体に選ばれた美浜町内で活動す
る一般社団法人は、中間支援の役割を担う
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ことを視野に入れ活動をスタートした経緯
がある。当初の活動経緯を踏まえ、自分た
ちのまちづくり活動に従事しながら、拠点
である chabs の活用促進、他団体の活動支
援に取り組んでいる。広く拠点が活用され
るように、chabs を平日は 10：00 ～ 15：
00 オープンさせた。常時開くことで、様々
な訪問者が増えたこと、人材バンクや登録
団体をシステム化したこと、人材と登録団
体のマッチングによる新しい活動の展開な
ど本計画実現に向けた動きが顕在化してき
た。マッチングの中には、従来のまちづく
りでは想定できない、コミュニティビジネ
スとまちづくりを合わせた農業展開の相談
なども舞い込んでいる。美浜町のまちづく
りに、斬新な発展が起きたことは本計画策
定にとっても大きな意味を持つ。
おわりにかえて
　本研究では、本計画策定後の美浜町内で
のまちづくりを推進させていく、様々な仕
掛けによる成果を検証した。
　一つ目の仕掛けである、ちゃぶだいミー
ティングは 6回開催し、延べ 115 名しか参
加していない。美浜町内で活動するまちづ
くり関係者の人数からすると、参加者は少
なく、情報発信やミーティングテーマの再
考などが課題となった。その一方で、議論
の中でリノベーションを手掛けるグループ
による chabs の改装といったまちづくり活
動への発展や大学生の定住に向けた、町内
雇用促進を図るインターシップの取り組み
に向けた連携が生まれるなどの成果が見ら
れた。
　二つ目の仕掛けとして、深堀勉強会ちゃ
ぶだいミーティングを 6 回開催し、延べ
79 名が参加した。欠席者が多いことは残
念であったが、コミュニティビジネスの視
点でまちづくりに取り組む方法論を学ん
だ。町内で活動するボランティアが、一堂
に会するちゃぶだいミーティングを講座受
講者が主体で開催し、人と活動がつながる
きっかけづくりとなった。また、中間支援
団体の役割と機能を学び、町内でまちづく
り支援団体の公募に応募する講座受講者の
存在もあった。
　三つ目は、まちづくり準備会の支援体制
を通じ、オール美浜による、まちづくりの
推進体制が整ったことである。危機的な人
口減少社会に生き残る上で、今後一体感を
持ち自分事としてまちづくりに参画する町
民が増えることを期待する。
　以上、まちづくりにおける仕掛けの成果
は見られたが、町内全域の地域課題を解決
していくまちづくりへの発展に至っていな
いのが現状である。更なる市民参画のまち
づくりを実現していくことで、まちづくり
の担い手の身近な生活改善から町内全域の
地域課題解決に向けた活動への発展が期待
できる。
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